
 

  乙女小幼児ことばの教室 

          ことばの教室だより 

                     令和５年６月 

 
                   幼児ことばの教室0285-45-5001 

梅雨の季節がやってきました 

 「梅雨」というのは、梅の実が実る頃の雨からきているそうです。この時期は、雨がた

くさんの花を咲かせてくれます。あじさい・菖蒲・百日紅（さるすべり）・・・梅雨のジメ

ジメとした中でも美しい花が楽しませてくれます。 

梅雨冷えが肌寒い季節ですが、どうぞお体に気をつけてお過ごしください。 

 

 

☂６月の行事予定☂ 

 日    月     火    水     木     金    土 
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＊今月は休室が多く、ご迷惑をおかけします。振り替えについては、担当にご相談くだ

さい。 



〔 家庭でもできる発声訓練 〕 

よい声を生み出し、それを元に明瞭なことばを     

作り出すことでうまく話ができます。 

Ⅰ よりよい声をつくるためには・・・ 

１． 呼吸訓練 

 

 

 

２． 持続発声 

 

３． 声の強弱・高低 

 

 

 

 

４． 警部の運動 

 

 

Ⅱ よりよいことばをつくるためには・・・ 

ことばをつくるときには特にしっかり働く場所（構音点）があります 

口唇                           軟口蓋 

 ぱ、ば、ま行                       ぱ、た行 

 

 

舌 

た、だ、な行                          奥舌 

                                か、が行 

難しい動きです 

さ行（舌中央に隙間） 

ら行（舌の先が反転） 

 

それぞれのことばを大きく強くしっかり発声することが関係諸機関の運動にな

ります。 

      独立行政法人国立病院機構刀根山病院リハビリテーション科言語室より 



 

話しことばの基礎練習 

お口のたいそう 

 

１．くちびる・・・お口のなかの水を｢ぷっ｣と出してみましょう。 

２．した  ・・・おさらの中のものをなめてみましょう。 

３．あご  ・・・お口を大きく開けたり、しっかり閉じたりしましょう。 

４．のど  ・・・がらがらうがいをしましょう。 

５．かむ  ・・・「右･･･左」「左･･･右」とガムをかんでみましょう。 

６．すう  ・・・ストローで飲んでみましょう。 

７．ふく  ・・・シャボン玉をとばしてみましょう。 

８．こえ  ・・・動物の絵を見てなき声をまねしてみましょう。 

９．こきゅう・・・息を鼻からすって、鼻からはいてみましょう。 

 

発音の基礎となる運動についての練習です。発音と「のむ」「かむ」「すう」「ふ

く」などの運動はとても関係があると言われています。「訓練」という気持ちは

忘れて楽しみながら練習をすすめてください。上記のものは一例ですので、お

子様の状態に合わせて行ってほしいと思います。 

 

 

 

 

「小山市ことばを育む親の会」の会費納入について    

6 月 6 日(火)に行われる「小山市ことばを育む親の会総会」終了後、承認されましたら、

年会費１，２００円を集めさせていただきます。会費では研修会の補助や、指導に必要な教

材や子どもたちが楽しく訓練できるような知育玩具を購入したりしています。ご協力お

願いいたします。会費の封筒をお渡しいたしますのでそちらに入れてお持ちください。 

「ことばを育む親の会」では、終了した方も賛助会員として参加していただけます。 

 


